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 材料及び実験方法
 ウイルスはインフルエンザA.WS変異株でAGkemanより分与されたE癌継代株。E
莚
 慰2。～5・9皿'照切ス嚥代し.難懸臨この樋のマウス鞭胤た.腋マ1黙
 ウスは高力価ウイルスの腹腔内淫射によって作った。爽験手技としては次の3方法即ち1)細馨
 髄ウイルスの感染徹EエD5のの測定2)螢光麟法5)ウわレ初。nc。・yもω嶺
 。幅
 effeG㌻即礪繭胞の絶対数の計算を主とセて溝の雛によつ磯物今旅隔離謹
穫
実験結果灘
 第噸:一懸マウスの難陳酸ウイル紐接種し,経輪卿イノレス感染働轍胞難
 一『≧
 を採取してその棚胞数の減少(0且coly㌻ユoeズズeoむ),細胞内ウイノレスの感染価の測定鑛
 及び螢光離離より抗購即簿厳索はび欄魏ウイ,レス鰍躊奇8騨卿減鱗
蕩
 繍二二二灘驚纂麟1魏灘1継篇理/
峯
 博聞に至って最高値を示す。更にこのあとは0惣coエysi8と共に減少する。S撹体及びV携携
 体を含むモ_ツト血清を用いた螢光わt体法では,ウィ_感染3晰はウィ_繊灘
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 蕗吸着像を示し,5時間頃迄は微弱な細胞質内螢光がみられ,7時間からマ5時間頃匙鮮明な抗
 原が核及び細胞質共に分布し,細胞減少の始まるコ8時間には核内抗原が消失して螢光は細胞質
 のみにみられ,以后Oncolysエsと共に細胞質内抗原も失われて行くoV抗体のみを含む家兎
 血清では核内撹原の蓄積は全経過に於て観察されなかった。
 第こ報:一葉)ウイルスで免疫したマウスに鶏癌を接種しても非免疫マウスに於けると尉様に
 腹水癌が貯溜し,マウスは遂に癌死に至る。然しこのマウスの腹腔に直接ウイルスを接種しても
 E癌細胞は感染しない。2)試験管内で一旦ウイルスの感染を成立させた細胞を免疫マウスの腹
 腔に移植すると・撹体の海の中にありながらウイルス感染細胞はやがてOnGoIyslsに至って
 消失する。即ち薩00%感染細胞を免疫マウスに移植すると総べての細胞がQncolyslsに至
 って腹水癌が貯溜しな恥。5)螢光抗体法に証明されるウイルス合成経過は吸着→細胞質舗核及
 び細胞質→放出と非免疫マウスに於けると同様である。然し非免疫マウスに於てみられるような
 二次感染による種々の時期の混合像はみられない。4)ウイルス感染細胞を免疫マウスに移植し
 て聡いても,細胞を適切に洗滌すると細胞内ウイルスの感染緬の測定が可能となり,その増殖経
 過は本質的に非免疫のものと差がない。5)免疫マウス内で増殖した癌細胞を充分洗滌すると,
 ウイルス感染を許すことが分つた。
考按
 螢光抗体法によるMyxovlrus増殖の研究をみると,覆主細胞一ウイルス系によってその増雌
 様式は可成9差異があるが著者の系に於いては,v及びS抗体な含むモルモット血清を便期した
 場合ウイルス増殖経過に細胞質のみならず核内に明瞭な抗原蓄積を認めた。一方S抗体の検嵐さ
 れなレ、家兎」血清を用tハた場合全経過に核内抗原1の蓄積:はみられなかった。
 この実験系で一旦ウイルス感染の成立した細胞を免疫マウスに移補しても・抗体の作用下にあ9
 ながらOnooiys18も抑鯛されず,螢光抗原も非免疫マウスに於けると同様の蓄積経過を示す
 ことが観察され、更に感染細胞は免疫マウス体内にあっても醜体の作用を受けることなく,完全
 ウイルスを合成して偽ることを証明した。加えて免疫マウス内で増殖した細胞も遠心洗滌という
 簡単な操作で抗体が除かれ・ウイルスが感染することを確認した。
結語
 1)エールリツヒ腹水癌細胞内に於けるインフルエンザA.WS変異株の増殖を主として螢光抗
 体法によって追跡した。
 2)同じ系に於て一旦ウイルス感染の成立した細胞に抗体が侵入してウイルス合成に影響すると
 いうことを嘱功物体内で明瞭に否定した。
 嗣66一
 審査結果の要旨
き
 著者はマウスの腹腔内に巣窟細胞の状態で培養されている藩一ル夢ツヒ腹水癌細胞`狸癌)に
 増殖可能なインフルエンザWS変異株をえらび,かかる細胞群内に於けるウイルス増殖を感染価
 や細胞に対するウイルスのOnoolyticeffeG七の驚量的な扱いのみならず,螢光抗体手鼓
 をもつて追求している。
 即ちウィルスはインフルエンザA.WS変異株でAckem&n亘より分子された猛癌継代株で
 E癌は20解3egmdαマウスに継代し,また実験にもこの体重のでウスを便零した。免疫マ
 ウスは高力栖ウイルスの腹腔内法射によって作った。実験手技としては次の5万法即ち奮)細胞
 内ウイノレスの感染衝(E工D50)の測建,2)螢光ヂ冗体桑去,5)ウイノレスのOnooly七iG
 effec㌻即ち腹水細胞の絶対数の計算を主として・:乙等の綜合によって結果を吟味している。
 第{報では撹癌マウスの腹経内に1直接ウイルスを接種し・経時的にマイルス感染腹水癌縮!砲を
 採取してその細胞数の減少(GnG級y疑oeffeoの,繊胞内ウイルスの感染価の測定及び
 螢光体法iてよ夢抗原蓄積の推移を険索した。
 第2報では才哩)ウイルスで免疫したマウスにE癌をr接種しても非免疫マウスに於けると同様
 に腹水癌が貯溜し,マウスは遂に癌死に至る。然しこのマゆスの腹腔に薩接ウイルス奮接種して
 もE癌細胞は感染しない。2)試験管内で一旦ウイルスの感染セ成立させた鞍胞を免疫マウスの
 腹腔に移植すると,撹体の海の中にあ〃ながらウイルス感染細胞はやがてO葺GO工ysisに至っ
 て消失する。即ち窪OO%感染細胞を免疫マウスに移値すると総べての細胞がOnGOlysisに
 至って腹水癌が貯溜しない05)螢光撹体法に証明されるウイルス合成経過は吸浄細胞質械核
 及び細胞質砂放出と非免疫マウスに於けると同様で珍鳥。然し非免疫マウスに於てみられるよう
 な二次感染による種澄の時期の混合像はみられな仏。4)ウイルス感染細胞鷺免疫マウスに移植
 しておいても,縞胞を適切に洗滌すると調胞内ウイルスの感染価の測是が可能となρ,その増殖
 経過は本質的に非免疫のものと差がない05)免疫マウス内で増殖した癌細胞盈充分洗瀬iすると
 ウイルス感染恕許すことな述べている。
 之によ診ウイルス感染の成立した細胞に抗依が侵入してウイルス合成に影響するということ乞
 動物体内で朋1康に否寇することが出廉…た。
 よって本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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